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１．はじめに	
 

筆者らは，空間の認識を方向づける心的な構造を＜空間

図式 (spatial schema)＞とよび，実際の空間体験のひとつ
ひとつを＜写真日記 (photo diary)＞として表わし，写真
日記を構造化する試み [篠崎 2015] を繰り返し，空間図
式を抽出する方法を構成しつつある． 
本研究は，建築空間や集落空間など住まわれる空間の構

成形式について合理的に議論するための基盤として，空間

の理解を方向づける心的な構造を指す＜空間図式＞の概

念を用い，空間の特徴を原初的（primitive）な空間図式の
組み合わせとして説明する方法と形式言語を構築するこ

とを究極の目的としている.  
空間の認識の契機は，感覚や運動など，環境と身体との

物質的な実体としてのインタラクション（身体的経験）で

ある．私たちが原初的空間図式として捉えようとしている

ものごとは，身体的経験に直接的に紐づけることができる

空間図式である．文化や教義に依存する高度な空間の認識

は身体的経験を汎化もしくは特化したり組み合わせたり

することによって形成されると仮定すると，高度な空間の

認識を方向づける空間図式は原初的空間図式をある規則

に従って変形することによって生成可能であると考えら

れる．すなわち，原初的空間図式を終端記号とし，空間の

構成原理を書換規則として形式表現する図式文法を定義

することが可能になる．本研究は，空間を物質的実体とし

て客観的に扱う空間図式と主観的あるいは恣意的に意味

づけされた存在として扱うこととを橋渡しすることを視

野に入れている．身体的経験によって意味づけられる運動

感覚的イメージ・スキーマが，この橋渡しにとって，重要

な役割を担うと直感している． 
２．空間図式	
 

空間的な関係の知覚や認識を方向づける心的な構造を

空間図式（spatial schema）とよぶ．空間図式の特徴につ
いて次のように仮定する．空間図式を通すことによって，

環境と自分の身体からなる物質的構造は空間的な関係と

して理解される．また，空間図式は物質的構造とのインタ

ラクションによる知覚，感覚，運動などの具体的な経験に

基づいて形成，維持，更新される．空間図式には身体的経

験に直接的に対応して形成されるアプリオリ（a priori）
なクラスに属するものがある．これを原初的空間図式とよ

ぶ．文化的な経験や個人的な経験に依拠して形成される空

間図式はアポステリオリ（a posteriori）なクラスに属する．
本研究の関心は，アポステリオリな空間図式を，原初的空

間図式を終端記号とする形式言語の有意味文として表現

する方法を構築することである． 
空間図式いう概念は空間という概念と図式という概念

を合成したものである．  
空間（space）は，環境と自分との関係を理解し，自分

が生きている世界に意味や秩序を与えるための，ひとつの

概念である．Norberg-Schulz によれば，私たちは自分が
存在して行為をなす場所を環境との空間的な関係によっ

て知覚し，その場所にあるいろいろな対象に向かって自分

を定位し，自分と環境との間に力動的な均衡を打ち立てる．

空間という概念を，環境との間に生きた関係をつかみ取り，

出来事や行為の世界に意味や秩序を与えるためのひとつ

の側面として捉えている． 
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図１	
 空間に定位される自分 
 

空間は，日常的な意味では「物がなく，あいているとこ

ろ（大辞林）」である．哲学的には「時間とともにそこで

ものごとが生起する基本形式（岩波哲学事典）」であり，

物理学的には「物質が存在し，諸現象が生起する場（大辞

林）」である．建築学においては，建築や家具などに実体

的な要素に紐づけられる（grounded）物質的な場であっ
たり，個人の意識の及ぶ範囲，社会的な場所，神聖な領域

などのように精神的な場であったりする． 
図式（schema，スキーマ）はものごとに意味や秩序を

与える枠組みであり，空間はものごとに意味や秩序を与え

る枠組みをつくるための概念的側面のひとつである．哲学

的には「ある現象の理論的説明を方向づけるために用いら

れる予備的な概念構成の枠組みや形式（岩波哲学事典）」

である．認知心理学では，環境や身体における物質的な状
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態や出来事の認識を方向づける心的な構造[Neisser 1976]
を指す．私たちは，物質的な状態や出来事をあるがままに

知覚するのではなく，それらが放つあらゆる情報の中から

特定の情報を，図式に基づいて，取り入れ，自分と環境と

の間に自分にとって意味のある関係を知覚する[Neisser 
1976]．また，図式は知覚経験によって変化する心的構造
であり，ある瞬間の図式はその瞬間までの知覚経験にもと

づいて逐次形成される[Neisser 1976]． 
日常的には「物の形を図示したものや物事の諸関係を図

解したもの（岩波哲学事典）」とよぶが， 
図式を視覚的に図解したものを，本研究では，図式表現

（graphic expression）とよぶ． 
私たちが経験する空間は空間構成要素とよぶ物体の配

置とそこに居る人間とのインタラクションによって構成

される，それ自体は物体のない部分である．厳密に言えば，

真空ではないので，窒素や酸素などの物質は存在している

が，日常生活の文脈では「物体はない」と認識される．例

えば，部屋は，一般的に，壁，扉，窓，床，天井などの空

間構成要素に囲われて創出される空間である．駅前の銅像

や時計台などの周辺の待ち合わせに使われる場所は，象徴

的な柱状の空間構成要素を取り巻くように創出される空

間である． 
このような空間は空間構成要素の物理的な構造のみに

よって決定されるのではなく，その構造に意味づけをする

人間とのインタラクションによって生まれる．例えば，神

社の鳥居は，神道を知る者にとっては，神の領域に入る門

のひとつであり，くぐりたくなる存在であるが，神道を知

らない者にとっては，脇を抜けることを厭わない意味不明

の物体である（私の経験による）．このような意味づけを

方向づける心的構造が空間図式である． 
空間図式は，空間の認識のみならず，空間のデザインに

とっても有用な概念であると考えている．空間デザインは

特定の空間及びその記号表現を創る行為であり，特定の空

間図式を創る行為である．前者は，要求や制約などのさま

ざまな条件を踏ませて具体的に生成される個体（かたち）

であり，後者は「かたち」のとして具現化される形式（か

た）である．例えば，住宅設計は，施主の住宅という個体

をつくると同時に，同類の住宅という形式を考案する行為

である． 
Lakoffは運動感覚的イメージ・スキーマという概念，及

び，基本レベルという概念を提案している．ここで，イメ

ージは，具体的な経験に基づいて形成される心象表象の一

種であり，わたしたちが外部世界の対象を把握することを

媒介するものである．これに対して，イメージ・スキーマ

は，個々の対象にかかわる具体的な表象を生み出す心的構

造である．運動感覚的イメージ・スキーマ（kinaesthetic 
image-schemas）は，概念から独立して，経験の実体的な
構造の側面と直接的に結びつけられる「直接的に有意味」

な図式であり，すべての人間に共通するものである．基本

レベル（basic level）は人間が身体を通して外的環境と直
接的に相互作用する経験のレベルである．私たちの経験は，

基本レベルにおいては概念に先行し，かつ，概念から独立

して構造化されている． 
ものごとの概念構造に関する私たちの認識は，基本レベ

ルに属する概念と基本レベルを中間レベルとして上位に

汎化および下位に特化することによって構造化される概

念の階層構造である．基本レベルの概念は身体的な経験を

通して物質的実体と直接的に対応づけられる．概念構造に

は，基本レベルにおいて，現実世界の身体的経験による制

約が加えられる．既に存在する概念は私たちが経験するも

のごとをさらに構造化しうるが，基本的な経験の構造はそ

のような既存の概念による構造化にかかわらず存在する．

運動感覚的イメージ・スキーマは基本レベルの認識に通底

する抽象的な構造であると考えられる． 
運動感覚的イメージ・スキーマを原初的空間図式に据え

る空間図式体系を構築することにより，空間に関する議論

において，空間の一人称的な意味を物質的な世界の身体的

経験に紐づけて扱うことが可能になる． 
３．構成的ループにおける空間図式	
 

構成的ループ [中島 2008, 藤井 2008] に空間図式を
位置づけると，それ自体は概念レベルにあり，創出しよう

とする空間を創起（C3）する際に概念上で操作される．空
間デザインには２種類の実体が関わる．ひとつは創ろうと

している空間であり，ひとつは，スケッチ，模型，設計図，

仕様書，要求事項のリストなど，空間や空間が実現するも

のごとを記号内容とする記号表現である．空間図式は，具

体的な空間を創出（C1）したり，空間の記号表現（図面，
スケッチなど）を作成（C’1）したりすることによって，
具現化される．また，実際の空間を体験（C√2, C2）した
り，空間の記号表現を理解（C’√2, C’2）したりすると
きに，それらを方向づける．下図は上記の過程を，記号化

と復号化という２種類の構成的ループを重ねることによ

って，表わしている．藤井，中島，諏訪はこれを TWIN FNS 
ループ とよんでいる． 

 
図２	
 記号化と複合化の TWIN FNS ループ 
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４.	
 写真日記	
 

＜写真日記＞は，絵日記のアナロジーであり，写真とこ

とばによる記述によって構成する調査情報カードである 
[藤井 2013]．写真は経験した空間の実体的な構造を示す
ものであり，ことばによる記述は，経験者のからだに紐づ

けられた空間に関する事実，経験したものごと，事実と経

験とを関連づける経験者の解釈を記述するものである． 
写真日記はフィールドで収集する情報を視覚情報（写

真）と短文によって記録する情報カードである．写真と写

真のキャプションに相当する３種類の記述（事実記述，解

釈記述，経験記述）によって構成されるという形式をもつ．

写真日記の構成要素と内容を表１に示す． 
写真日記による記録の基本は，フィールドにおいて，記

録したいものごとに遭遇したり，記録したい経験をしたり，

何かに気づいたりしたときに，遭遇した事実，経験，気づ

きの内容に紐づけられる具体的な実体を自覚的に写真撮

影することである．すなわち，写真にどのような情報や意

味を持たせるかを意識してシャッターを押すことが重要

である．意識した内容は写真に現れるとともに，事実記述，

解釈記述，経験記述として言語表現されることになる． 
記録に写真を用いることの利点には，文字だけでは記録

しきれない情報を視覚的に記録することと自覚されてい

ない情報を自覚している情報と同時に記録することであ

る．特に，後者の情報は，写真日記の構造化の過程で顕在

化されることによって画期的な発想や発見のきっかけと

なる場合がある． 
写真日記の構造化には KJ法を用いている．写真と記述

の両方をてがかりにして，写真日記のグルーピングを行な

う．この際，偶然，いくつかの写真日記の組み合わせの中

に写真撮影時には自覚していなかったものごとの特徴や

ものごとの間に気づくことがある．通常の KJ法において
は，このような気づきが自覚的に記録した文字情報から生

まれる．ただし，無自覚に文字による記録をすることはな

いと仮定している．写真日記を用いた KJ法では，通常の
KJ 法に加えて，自覚的せずに記録されたものごとの間に
も気づきが生まれうる．自覚的に撮影しないということに

は，撮影時にはその重要性に気づいていないということも

含まれる．いくつかの写真日記を同時に見ているうちに，

実は重要なものごとであるということに気づくのである． 
空間図式を抽出するためのフィールド調査においては，

撮影時に，撮影者の空間図式が影響し，それが撮影された

写真，事実記述，解釈記述，経験記述に，陽に（自覚的に），

陰に（無自覚的に），反映される．写真日記の構造化にお

いては，陰に反映された空間図式が顕在化されることがあ

り，これが新たな空間図式の発見となる．すなわち，空間

図式は，空間図式を探究する構成的ループの中で，矛盾を

昇華するように変容する． 
空間図式が陽に反映されている写真日記は 「客観的」

な情報の記録ではないという批判があるかもしれない．本

研究は，むしろ，「客観的」な情報に加えて，「主観的」な

情報（一人称の視点による情報）を尊重する方法の構築を

目指していると，このような批判に応えておきたい． 
 

表１ 写真日記の構成要素 

構成要素	
 内容	
 

写真	
 

（１枚ま

たは小数

枚１組）	
 

・記録したい，あるいは，記録すべきであ

ると自分が感じるものごとを写真撮影す

る．このとき，自分がどこに居て何を記録

しようとしているのかを自覚して撮影する

ことが重要である．意識していないものご

とが一緒に撮影されることは構わない．	
 

・事実記述，解釈記述，経験記述と整合的

な構造に対応する．特に，事実記述に関し

ては，記述中の各文を真（true）とするモ

デルに相当する．	
 

事実記述	
 

（短文）	
 

・自分が撮影しようとしたものごとや写真

日記作成時に気づいたものごとを，自分以

外の人も上記写真から確認できる事実とし

て，ありのまま，短い文章で描写する．	
 

・空間が実体としてどのような構成をして

いるのかを記述するものであり，空間のシ

ンタクスを表現することに対応する．	
 

解釈記述	
 

（短文）	
 

・実体的なものごと（事実記述の内容）か

ら想像したり連想したりしたものごとや，

実体的ものごとと自分の経験（経験記述の

内容）との関係について考えたり妄想した

りしたものごとを，短い文章で描写する．	
 

・空間の実体的構成から解釈される内容を

記述するものであり，空間のセマンティク

スを表現することに対応する．	
 

経験記述	
 

（短文）	
 

・写真日記作成者自身が，主として，上記

写真の撮影時に経験したものごと，すなわ

ち，撮影のきっかけとなった出来事や状況，

そのときに感じたり思ったりしたものごと

などを，自分自身にとっての事実として，

短い文章で描写する．いわゆる「客観的」

な事実であるか否かは必ずしも問わない

が，本人の現実の経験と整合的であってほ

しい．	
 

・空間と空間の体験者とのインタラクショ

ンによって生じる体験者自身の経験を記述

するものであり，空間のプラグマティクス

を表現することに対応する．	
 

撮影情報	
 ・撮影日時，撮影場所，必要に応じて，撮

影機材，焦点距離，シャッタスピード，絞

りなどを記述する．	
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５．研究用言語体系としての空間図式	
 

建築研究には，定量的側面，定性的側面，空間的側面が

ある．定量的側面は数式や数値によって扱われる．定性的

側面は論理式や自然言語表現によって扱われる．空間的側

面は図式表現によって扱われる．原初的空間図式を終端記

号とする形式言語を定義し，この形式言語によって記述さ

れる公理系を構築することにより，空間的側面に関する思

考を空間図式の形式的操作によって表現することが可能

になり，建築の空間的側面について合理的な議論を行うた

めの媒体になると考えている． 
筆者らは，空間図式を顕在化する構成的方法を適用して，

滋賀県針江地区の民家と集落の空間構成の研究，沖縄県伊

是名村の伝統的民家の変遷に見る空間構成と住意識の関

係の探究，庭園空間の回遊における情景のシークエンスの

分析，奥行感の形式表現などを行っている．その究極の目

的は，空間図式に関わる公理系を構築することである． 
図３に民家の変遷と住意識の変化の関係を，空間図式を

媒体として説明しようとする研究のイメージを示す．見か

け上の民家の空間構成や実体的構造の変化を，居住者の住

意識に潜在する空間図式の維持と更新として捉えようと

している．伊是名村の伝統的民家においては，屋根や壁な

どの外皮の材料と構成，屋敷囲いの材料と構成，台所や浴

室などの水回りの空間構成などに外観に現れる変化を見

ることができるが座敷（一番座，二番座）がある母家の空

間構成は伝統的な形式を継承しているように見える．一方

で，それらの室でなされる行為には古くから変わらないも

のと変化しているものがある．このような住意識の変化を

空間図式の形式表現と形式表現上の操作によって説明で

きればよいと考えている． 
 

６．おわりに	
 

空間の経験や空間のデザインに関わる空間図式という

概念を提案し，構成的ループと関連づけて説明した．また，

空間図式を説明媒体とする研究の構想を紹介した． 
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図３	
 伊是名村の伝統的民家の変遷の空間図式による説明のイメージ 
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